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図2 (a)は横軸時間､縦軸位相の重心位置で､図1(b)は横軸重心位置､縦軸重
心速度で､E=3.01のときの､位相のポアンカレ断面を表わしている｡
こると考えられる｡実際,この振る舞いは位相の滞在時間とジャンプ時間の分布による解析と矛
盾しない【2】｡
3 通常拡散
次に,拡散係数が定義できると考えられる通常拡散の領域で､拡散係数がエネルギーの関数とし
て特徴的な振る舞いをすることを示す｡これまで､マップ系で拡散係数のパラメータ依存性にフ
ラクタル性があることは知られていたが【3】､現実の系に即した理論的考察は､2次元電子系での
議論などごく一部しか行われていない[4].そこで仝エネルギーを制御することにより､通常拡散
領域での拡散係数のエネルギー依存性を調べたところ,図3のような特徴的なふるまいをするこ
とがわかった｡
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図3 (a)は拡散係数D-と二乗平均変位のベキaゐェネルギー依存性を表しており､
図0)は(a)の微小エネルギー領域を拡大したものである｡
4 まとめ
決定論的なSQUID系で超伝導体の位相の拡散について研究した｡以上で得られた結果は､現実
の超伝導接合で観測されることを期待している｡決定論的拡散を現実にコントロールできる実験
系が加われば,この分野における研究は豊かさを増すことであろう｡
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